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Abstract

In June 2003, Fuji Photo Film Co., Ltd. released a new color display material, “New FUJI G-COLOR
FILM PROLASER FC/FT”. This display material provides high image quality and high latent image
stability with laser exposure. These prominent features are achieved by applying and refining the
photosensitive silver halide emulsion technologies and dye-forming coupler technologies developed for the
latest type of Fujicolor paper.

This paper reports prominent features of this color display material and related technologies.

1. はじめに

富士写真フイルム（株）が 2003 年 6 月に発売した
「NewフジGカラーフィルムPROLASER FC/FT」は新
タイプのデジタル専用透過ポジ画像鑑賞用ディスプレー
フィルムである。ディスプレーフィルムはバックライ
トによる電飾ディスプレーとして，主にデパートや
駅・空港構内の広告，装飾などに使用されている
（Photo 1）。ディスプレーフィルム市場では，1996年頃
Durst社Lambda130，旧CSI社Light Jet5000などの大型
レーザープリンターが国内に登場し，その後急速にデ
ジタル化が進んできた。現在ではこれら大型レーザー
プリンターのインフラが整い，デジタル露光が標準と
なっている。ところが，デジタル露光する場合，高濃
度を出そうして露光量をアップすると，光スキャン
ニング時に隣接部への光洩れが生じ，にじみが発生し
て画質低下が起こってしまうなどの問題があり，ユー
ザーからデジタル適性に対するさらなる性能向上が望
まれていた。
本感材開発において，従来からの世界最高レベルの

画像保存性に加え，デジタル露光における画質，潜像
安定性などの性能を一段とレベルアップした。本報告
では，その性能向上とそれを実現した技術内容につい
て解説する。

2. 本感材の性能改良項目

今回開発したNewフジGカラーフィルムPROLASER
FC/FTの性能改良項目は，下記の通りである。
漓黒のしまりと文字品質の両立および白色度向上
滷色再現域の拡大
澆グレーバランス向上
さらに，ラボにおける作業や展示作業時の取り扱い

性向上のために下記の改良を実施した。
潺潜像安定性向上
潸処理後膜強度の改良
以下，それぞれについて説明する。

2.1 黒のしまりと文字品質の両立および白色度向上

主に広告宣伝に使用されるディスプレーフィルムは，
より鮮明で高品位にメッセージを伝えたいというユー
ザーの要望に応えるために，鮮やかで美しい絵ととも
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にくっきりとした文字品質が要求される。そのために
は，黒はより黒く，白はより白く，メリハリがあり，
また，広い色再現域で表現できることが重要である。
ところが，これまではデジタル露光において，より高
い濃度を出すためにレーザーの出力を上げていくと，
細線の縁ににじみが生じ，文字や境界の鮮鋭性を低下
させてしまっていた。また，これを防ぐために露光量
を落とすと，リバーサルフィルムなどのオリジナル原
稿と比較して黒のしまりが不十分になるなど，ユー
ザーに満足いただける画質が十分提供できなかった。
一方，この問題を解消するために，単に階調を硬調化
していけば，にじみは軽減し黒のしまりと両立はする
ものの，露光走査ムラやシェーディングなど別の問題
が発生する。本開発では，諸問題を考慮した最適な階
調設計を検討することにより，これらの問題を総合的
に改良した。従来感材と新感材の特性曲線をFig. 1に示
すが，高Dmax化で黒のしまりを，足階調のすそ引きを
抑えることで文字にじみの改良を，また全体階調の硬調
化を抑えることで露光走査ムラ悪化の防止を行っている
ことがわかる。また，当社最新のRR技術（後述）を導
入し，よりクリアな白色度も実現した。

2.2 色再現域の拡大

ディスプレーフィルムの画像は，コマーシャル用途
が多く，より鮮やかな色再現が求められる。本感材で
は，2.1で述べたようにシアン，マゼンタ，イエローと
も高Dmax化することにより，各色の高濃度域での彩度
を向上して色再現域を広げた。さらに，当社のマゼン
タVカプラー技術に加え，当社カラーペーパーで独自に
開発したシアンカプラーを搭載し，色相をよりシャー
プに設計することで色の濁りを軽減し色純度を高めた。
Photo 2に一例を示すが，従来に対し特に黒のしまり

や赤いバラの彩度の向上が認められる。このような色
再現性の向上により，コマーシャルディスプレーのみ
ならず，一般ユーザー向けの透過観賞用プリントなど，
さまざまな用途への可能性が広がるものと考えている。

2.3 グレーバランス向上

特に，背景画像としてグレーのグラディエーション
を使うことが多いコマーシャル分野のディスプレー画
像においては，ハイライトからシャドー部までバラン
スの取れたグレーを得ることが重要である。そのため
には，キャリブレーション時に装置が読み込む測定波
長を考慮し，“機器の目”と“人間の目”が同じように
グレーに見えるような色相設計が必要である。本感材
ではカプラーおよび油溶性成分の最適設計により，マ
ゼンタの色相を従来よりも長波側へシフトさせ，グレー
バランスをより忠実に再現させられるようにした。

2.4 潜像安定性向上

ディスプレーフィルムは，通常，広幅のロール状形
態で，それを大型レーザープリンターに装填し，送り
出しながら長時間かけて大面積に走査露光を行う。露
光後，巻き取られたフィルムを現像処理する際は，逆に
露光終了側から処理機に通される。このように，露光
終了から現像処理開始までの時間は，作業形態によっ
て数分から数時間の範囲でさまざまに変化する。この
時間を潜像保存時間といい，この時間領域において潜
像が不安定であると，現像した時に濃度の増減，色バ
ランス変化などの好ましくない写真性能変化を起こし
てしまうことになる。特に，駅・空港などで見られる
大判広告は，複数枚プリントされたフィルムを何枚も
貼り合わせて作成されるため，性能変化は繋ぎ目の不
連続性として顕在化する。したがって，潜像の安定化
はラボにおける取り扱い性向上，生産性向上という観
点で非常に重要な項目である。
これに対し，当社最新のAPC技術（後述）を導入し，

一次電子トラップのドープ位置を精密に制御すること
により，潜像安定性を向上することができた。Photo 3
に潜像時間を変えた時のプリントの色味変化を示すが，
従来赤味に変化していたカラーバランスがほとんど変
化しなくなったことがわかる。

Fig. 1 Comparison of New FUJI G-COLOR FILM PROLASER
with previous type in characteristic curve.

Photo 2 Comparison of New FUJI G-COLOR FILM PROLASER
with previous type in image quality.

(a) Previous Type (b) New Type
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2.5 処理後膜強度の改良

ディスプレーフィルムは通常，処理後に，展示形態
に合わせて裁断やラミネートなどさまざまな加工作業
が行われる。特に，大判広告の場合などは，作業環境
に応じてフィルムの上に作業者が直に乗って裁断，貼
り合わせなどの加工作業を行うこともある。このため，
処理後のフィルム強度が弱いとすぐに傷がついてしま
うため，必要以上に注意を払わねばならず，作業効率
が低下してしまう。本感材では，当社 AVC 技術
（Advanced V-Coupler Technology）に基づいた優れた発
色性を原資として，膜強度を低下させる原因となる油
溶性成分の寄与を相対的に減少させることで，膜強度
をラボからのさまざまな要求に応えることができるレ
ベルまで大幅に改良した。

3. 本感材を実現した主な技術

以下に，本感材に導入した主な乳剤技術について解
説する。本感材は，このほかに，当社最新のカプラー
技術であるAVC技術，PPC技術1）による発色性の向上，
さらにHDS技術1）に代表される当社カラーペーパーで
培ってきた画像安定化技術など，多くの技術を導入し
ている。Fig.2に明所保存性データの一例を示す。

3.1 APC技術（Advanced Photoelectron
Controlling Technology）

ハロゲン化銀乳剤に露光を与えると，光吸収により
粒子内に光電子が発生する。レーザー走査露光のよう
に高照度の光が短時間に照射された場合，ハロゲン化
銀乳剤粒子上には一時的に非常に高密度に光電子が発
生することとなる。一般に，ハロゲン化銀乳剤には高
照度相反則不軌という現象があり，短時間に多量の光
電子が発生すると光電子の利用効率が低下するため，
感度低下や軟調化など性能の低下を招くことが知られ
ている。この光電子を効率良く感光核に集めるために，
一時的に光電子を捕獲し，その後，一定時間で電子を
徐放する一次電子捕獲中心を導入することで，実質的
な照度変換を行う技術開発を検討してきた。一次電子
捕獲にはイリジウムなどの金属ドーパントが用いられ
ている。一次電子捕獲とその徐放に関する概念図をFig.
3に示す。しかしながら，従来の技術では，この一時電
子捕獲中心に捕獲された光電子の徐放時間の遅延によ
り，潜像安定性などの写真性能変化を引き起こすなど，
安定な写真性能を得る上で問題が残っていた。Newフジ
GカラーフィルムPROLASERでは，一次電子トラップ
のドープ位置を精密に制御することで，短時間露光で
の潜像形成効率をさらに高めた最新技術であるAPC技
術（「EVER-BEAUTY PAPER」シリーズで開発）を技術
転用させることにより，潜像安定性を向上しつつ高照
度相反則不軌を改良することができた。

3.2 RR技術（Resistance to Radiation
Technology）

われわれは常に自然放射線という微量の放射線を浴
びており，この放射線は包材を通過し，ハロゲン化銀
乳剤を感光させる。そのため，長期保存時にかぶりが
上昇し白地を損なうとともに，文字品質の低下も招い
てしまう。
放射線に対する感度はハロゲン化銀乳剤の粒子サイ

ズが大きいほど高いため，本感材ではフジカラー
「EVER-BEAUTY PAPER」のRR技術をさらにリファ
インし，化学増感の制御により感度を低下することな

Photo 3 Improvement in latent image stability.

Fig. 2 Image storage characteristics.

Fig. 3 Temporarily trapped photoelectron and latent image
formation.
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く粒子サイズを小サイズ化した（Photo 4に従来の乳剤
と比較した粒子写真を示す）。これにより，放射線照射
によるかぶりを低減することができ，長期にわたって
良好な白色度を保つことを可能とした（Fig. 4）。

4. おわりに

今後，ますますカラープリントのデジタル化が進ん
でいく中で，超高画質でありながらハイレベルの画像
安定性と生産性が高く評価されている当社カラーペー
パー「EVER-BEAUTY PAPER」の最新技術を土台とし
て，より高品質で使いやすいデジタル専用ディスプ
レーフィルムを実現することができた。
「NewフジGカラーフィルムPROLASER FC/FT」の

完成により，すでに市場で好評のフジカラープロフェッ
ショナルペーパー「PROLASER」，「PROLASER-
CRYSTAL」と合わせて，デジタル用ディスプレー感材
「PROLASER」シリーズのラインアップがそろった。こ
れをきっかけとして，ディスプレー市場において銀塩
プリント方式の優れた性能を再認識いただけるよう，
より素晴らしい画像を世の中に提供できれば幸いである。

1）山下清司 ほか. 富士フイルム研究報告, No.47, 1-6
(2002).

（本報告中にある“PROLASER”，“EVER-BEAUTY”は
富士写真フイルム（株）の商標です。）

Photo 4 Photomicrographs of the silver halide grains used in the
previous and new types.

Fig.4 Increase of fog density in the red-sensitive layer as a
function of the relative amount of radiation.




